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令和７年８月 

教育委員会議事録 
 

１ 開会、閉会に関する事項 

  ・開 会 令和７年８月２８日 午後４時４５分 

  ・閉 会 令和７年８月２８日 午後６時１５分 

 

２ 会場 

  ・江差町役場２階 第１会議室 

 

３ 出席者 

・教育長 ・教育委員３名 

 

４ 欠席者 

・教育委員１名 

 

５ その他の出席者（説明員） 

  ・学校教育課長 ・社会教育課長 ・指導主事３名 ・学校教育課総務係長 

 

６ 議題及び議事の大要 

１．開会 

２．会議録署名委員の指名 

３．議事 

報告第１号  不登校の状況について 

議案第１号  教育委員会職員の懲戒処分について  

議案第２号  令和７年度教育費予算補正に係る見積書の提出について 

協議第１号  全国学力・学習状況調査結果の公表について 

そ の 他 

４．閉会 

 

７ 議事録 

 

開 会 

 

（教育長） 

開会を宣言 

 

会議録署名委員の指名 
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（教育長） 

会議録署名委員を２名指名 

 

報告第１号  不登校の状況について  審議詳細非公開 

 

（指導主事） 

 議案説明 

 

（委員） 

児童・生徒の様子、卒業後の進路相談の状況、お祭り等の地域のイベントへの関りの有無に

ついて質問 

 

（指導主事） 

 補足説明 

 

【了承】 

 

議案第１号  教育委員会職員の懲戒処分について  審議詳細非公開 

 

（学校教育課総務係長） 

 議案説明 

 

（委員） 

 経緯の詳細、処分内容、処分手続きに関して質問 

 

（教育長） 

 補足説明 

 

 【議案のとおり承認】 

 

議案第２号  令和７年度教育費予算補正に係る見積書の提出について 

 

（社会教育課長） 

9 月の第 3 回定例会に補正予算を提出したい。1 つ目、開陽丸船体現状確認調査 83 万円。開

陽丸遺跡の発掘調査は、令和 7 年度は国の埋蔵文化財緊急調査で行っており、700 万円の事業

で 324 万 4000 円の補助金を受けて実施をしてきた。文化庁から補助金を 34 万円増額できると

いう連絡があり、補助金を活用してさらに進めたい。国の重要文化財の指定というのがあるが、

指定とは別に登録というのがあり、これは指定まではいかないが、登録することによって重要

なものであることを示していくという格付けをしている。開陽丸遺跡をこの登録記念物に登録
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していくことで進めているが、令和 8 年度の登録に向けてこの補助金を活用して取り組みを進

めたい。具体的には文化庁へ登録するときに調査概要報告書を提出するため、報告書の作成と

印刷費、それと京都での文化庁との協議で全体 83 万円。うち 34 万は文化庁の補助金の増額分

で、事業拡大として補正する。 

そして、開陽丸遺物の保存・活用で 55 万円。開陽丸の遺物は、開陽丸記念館で展示している

が、今、開陽丸記念館の管理棟の解体と今後リニューアルのために令和 7 年 11 月から休館にな

る。その休館中に郷土資料館の一角に展示するスペースを設けるためのパネルや展示ケースを

整備する。また、パネルを作ることで違うイベントでも開陽丸の遺物を展示できるようにする。

55万円のうち 50万円は北海道遺産保全活用の助成金 50万円を受け取れるので補正を行いたい。 

 

（委員） 

遺物の保存・活用で、郡役所の 1 室での展示は限られたものにしかならないが、それ以外の

ものはどこにあるのか。 

 

（社会教育課長） 

開陽丸の遺物は、3 万 3,000 点くらいあり、うち 2000 点から 3,000 点くらいが展示されてい

る。他の遺物は旧技能開発センターを改修して保管している。ただ保管状態は良くない。 

 

（委員） 

扱いが悪い。世界的にも注目される水中考古学という江差が最初に着手して先進技術があっ

た。だから展示できる。でなければもう全部ボロボロになってしまう。今飾っている物も経年

劣化してくるから、使い物にならないってならないようにしないといけない。 

 

（社会教育課長） 

保管庫の保存環境は良いとは言えず、開陽丸記念館の物も劣化が進む。保存管理する上で湿

気が一番大きな部分で、環境を改善しないといけない。湿気のない保存環境をリニューアルの

中でどう作っていくのか、学芸員とも相談していく。 

開陽丸の現状確認調査の補助金は文化財の調査が肝になっている補助金。今は 12ｍ18ｍの沈

んでいるところで、調査して、撮影して、埋め戻してを繰り返している。今年は 4ｍ4ｍ区画で

全部泥を避けて、確認をして、撮影をして、砂で埋め戻してということをやった。 

 

 【議案のとおり承認】 

 

協議第１号  全国学力・学習状況調査結果の公表について 

 

（学校教育課総務係長） 

協議第 1 号全国学力・学習状況調査結果の公表について、令和 7 年度全国学力・学習状況調

査北海道版の結果報告書に、市町村別の結果について毎年公表をしている。北海道の方から公

表の同意のお願いがきており、その回答について協議したい。  
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 【質疑等なし。議案のとおり承認】 

 

そ の 他 

 

（教育長） 

今回のヒグマ対策の概略を報告する。現状、町内全ての小中学生は、保護者の力を借りて登

下校をさせており、それができない家庭は教育委員会の方で送迎している。 また、社会教育関

係は、運動公園を月末まで閉鎖をしている。配布してある資料について指導主事から説明をお

願いしたい。 

 

（指導主事） 

本日、教育長、学校教育課長、社会教育課長、指導主事 3 名において、8 月 25 日月曜日から

本日 28 日までの間の状況を共有し検討した。児童生徒の登下校における状況は、引き続き危険

なので 9 月 1 日から 9 月 5 日の期間の対応として、保護者には自家用車による送迎を要請する

こととし、今日午後 1 時 45 分から定例校長会議があり、教育委員会としての案を提案し了承さ

れた。 

先週 8 月 21 日木曜日に、臨時の校長教頭合同会議を教育長が招集した。遡ると 8 月 18 日に

道教委からヒグマ出没事案対策の手引きなるものが来た。これが無いと根拠がなく、保護者に

自家用車で要請するのも何を根拠に言っているのかとなる。南小校区はその状況だった。それ

を踏まえて 21 日に校長教頭を召集して、教育委員会として対策方針案を提示し、南小校区は保

護者に送迎の要請し、江小校区はまだ要請は無理で、協力依頼程度なら OK という状況で、自家

用車の送迎、状況の逼迫の困難度によっては臨時休業やむなしというのを視野に入れることで

確認し、対策方針案は合意され、教育長と学校長連名の文書を発出した。なお、その席には警

察の生活安全担当者、振興局から生活環境担当者、檜山教育局から教育支援課長も同席された。 

そして 2 学期がスタートし、25 日に橋本町で食害、糞の発見情報が入り、江小校区も緊急度

が高まって、保護者に申し訳ないが送迎要請するという判断になった。北小中はスクールバス

での対応を基本に、安全確保を考えていたが、徒歩の児童生徒もいるので、可能な限り保護者

に送迎を協力依頼するという状況だったが、26 日に水堀に出没情報があり、要請に変えるしか

ないという局面に変わった。対策方針案では毎週木曜日に、次週の対応を判断し周知するとし

ていたので、今日 1 回目を開催した。 

 

（教育長） 

運動公園の基本的な考えを社会教育課長から。 

 

（社会教育課長） 

運動公園は 8 月 17 日に急遽閉鎖とした。基本的には各学校に合わせて閉鎖としているもの

の、解除する基準を専門家の助言を基に検討し、運動公園敷地内もしくは周辺地域で、1 週間

程度食害等の状況が見受けられない、かつ日中にクマの目撃情報がない状況であれば、昼間の

活動のみ開放し、早朝夜間は使用禁止にすることとし、期間は当面の間ということで取り進め

ている。 
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学校開放は、南小、江差小、江差中学校の活動は 25 日から使用禁止とし、北小中は、今日

明日は使用禁止とし、9 月 1 日以降は玄関まで車移動と保護者の送迎の徹底を条件として開放

とした。少年団活動は自粛依頼をして、9 月 1 日以降についても、基本的に保護者の送迎、見

守りを含めて、活動をしていただきたいということで説明していきたい。 

 

（教育長）  

クマを捕獲できたら、町で公表する方向でいるが、まだ捕獲できていない。 

 

（委員） 

ハンターは何人くらいいるのか。 

 

（教育長） 

10 人くらい。ライフルを使えるまでの期間があり、最初は殺傷力の低い散弾銃から始まって、

経験年数を積んでライフルに移行していくとのこと。今は上ノ国からハンターをお願いして来

ていただいている。札幌からも専門家に来ていただいて、箱罠や電気柵の設置場所や、運動公

園の開放にあたってアドバイスをいただいている。 

 

（委員） 

教育委員会での公用車対応の実績はどのくらいか。 

 

（教育長） 

25 日から今日で 4 日目、大体 20 人くらいいる。学校でも対応いただいていて、通常よりも

早く子供たちを受け入れており、普通の登校時間では合わず、子供を早めに学校に送り届けて

も、学校も受け入れる対応を柔軟にやっている。 

 

（委員） 

学校の終業時間は大体同じだが、1 台で回っているのか。 

 

（教育長） 

2 台。小学校の下校はほとんど同じなので、学校単位では 1 回で回れる。中学校になると、

部活がある子とない子がいるので 2 便になる。ドライバーは学校教育課の職員 2 人が担当。 

 

閉 会 

 

（教育長） 

閉会を宣言 

 

 

 


